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古
口
雑
考
　
（
一
）
大
野
並日
ミ
ギ
と
ヒ
ダ
リ
の
語
源
古言，雑考（一）（大野）
　
ミ
ギ
（
右
）
と
ヒ
ダ
リ
（
左
）
の
語
源
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
に
考
え
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
く
。
　
現
在
の
人
間
は
、
各
国
人
と
も
右
利
き
が
多
い
。
こ
れ
は
脳
が
左
利
き
で
あ
る
結
果
、
右
利
き
が
多
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
右
手
を
多
く
使
用
す
る
た
め
に
脳
が
左
利
き
に
発
達
し
た
の
だ
と
も
言
い
う
る
。
従
っ
て
脳
の
生
理
は
一
応
別
と
し
て
、
今
、
古
野
清
人
氏
の
「
原
始
文
化
の
探
究
」
（
一
九
四
二
年
白
水
社
刊
）
に
よ
っ
て
、
左
右
の
文
化
的
問
題
に
つ
い
て
一
見
す
る
と
、
世
界
の
民
族
の
中
に
は
右
手
を
優
越
な
手
と
す
る
所
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
C
・
ハ
ン
デ
ィ
の
「
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
の
宗
教
」
に
よ
れ
ば
、
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
民
族
に
は
、
二
元
論
的
な
見
方
が
あ
り
、
右
は
↓
高
級
な
自
然
、
聖
で
神
的
な
も
の
、
男
性
的
原
理
、
東
、
昼
な
ど
と
共
に
あ
る
が
、
左
は
、
下
級
な
自
然
、
聖
で
な
く
俗
的
な
も
の
、
女
性
的
原
理
、
西
、
夜
な
ど
と
共
に
あ
る
と
い
う
。
右
手
は
タ
ブ
ー
・
神
聖
・
禁
制
で
あ
る
に
対
し
、
左
手
は
、
普
通
、
世
俗
を
意
味
す
る
と
い
う
。
　
台
湾
の
ア
ミ
族
で
も
、
右
肩
に
は
、
物
事
を
な
す
こ
と
を
教
え
る
男
の
霊
が
つ
い
て
お
り
、
左
肩
に
は
迷
わ
せ
る
女
の
神
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
狩
猟
や
漁
携
に
赴
く
際
に
曲
豆
猟
を
祈
る
に
は
、
右
手
を
と
っ
て
祈
り
を
す
る
。
魚
は
不
浄
と
さ
れ
て
い
る
故
に
、
魚
を
111
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食
べ
る
に
は
左
手
で
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
男
が
女
の
体
に
右
手
で
触
れ
る
こ
と
は
禁
忌
で
あ
る
。
　
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
ボ
ル
ネ
オ
・
セ
レ
ベ
ス
な
ど
の
未
開
人
の
間
で
も
、
右
が
光
明
・
高
位
・
男
・
生
の
属
性
を
有
し
、
左
は
暗
黒
．
低
位
・
女
・
死
と
関
聯
し
て
い
る
多
く
の
例
が
あ
る
。
ま
た
ア
イ
ヌ
の
中
の
、
白
老
ア
イ
ヌ
は
、
人
間
に
は
右
側
に
よ
い
愚
物
が
、
左
側
に
は
悪
魔
が
つ
い
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
。
ま
た
、
山
口
昌
男
氏
の
ア
フ
リ
カ
で
の
実
地
研
究
に
よ
れ
ぽ
、
ア
フ
リ
ヵ
で
も
右
手
を
清
潔
な
手
、
一
の
手
ま
た
は
男
の
手
、
左
手
を
不
浄
の
手
、
二
の
手
、
ま
た
は
女
の
手
と
よ
ぶ
種
族
が
あ
る
と
い
う
。
へ
こ
れ
は
山
口
氏
の
直
話
で
あ
る
）
　
も
っ
と
も
未
開
社
会
の
中
に
は
、
右
を
尊
重
せ
ず
に
、
稀
に
は
左
を
優
越
な
手
と
考
え
る
種
族
も
あ
る
。
J
．
R
．
ラ
ブ
の
「
石
器
時
代
に
あ
る
現
在
の
ブ
ッ
シ
ュ
メ
ン
」
に
よ
れ
ぽ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
原
住
民
の
中
に
は
左
利
き
で
あ
る
こ
と
を
幸
運
な
こ
と
と
考
、
兄
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
　
こ
の
よ
う
な
世
界
各
地
の
民
族
の
習
慣
を
見
る
と
き
、
英
語
の
右
（
昌
σ
q
巨
）
左
（
紺
津
）
の
語
源
は
、
た
や
す
く
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
英
語
で
は
ユ
α
q
窪
は
右
で
あ
る
と
と
も
に
、
正
し
い
こ
と
で
あ
り
、
権
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
一
。
津
は
、
遡
れ
ば
「
弱
い
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
っ
た
。
っ
ま
り
古
い
英
語
の
社
会
に
も
右
尊
重
の
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
日
本
で
は
、
古
く
は
ヒ
ダ
リ
を
ミ
ギ
よ
り
も
重
ん
じ
て
い
た
。
左
大
臣
の
方
が
右
大
臣
よ
り
官
と
し
て
上
で
あ
り
、
左
手
は
「
奥
の
手
」
で
あ
る
と
万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
く
し
ろ
　
わ
が
い
も
こ
　
　
「
吾
妹
子
は
釧
に
あ
ら
な
む
左
手
の
わ
が
奥
の
手
に
巻
き
て
去
な
ま
し
を
」
〈
巻
九
．
一
七
六
六
〉
　
　
（
大
意
）
吾
妹
は
腕
輪
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
左
手
の
大
切
な
手
に
巻
き
つ
け
て
行
け
る
だ
ろ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
キ
ザ
カ
ル
ノ
カ
さ
　
ま
た
古
事
記
神
代
巻
に
、
伊
邪
那
岐
大
神
が
潔
ぎ
祓
へ
を
し
た
と
き
に
、
左
手
の
手
纒
に
成
り
出
で
た
神
を
「
奥
疎
神
」
と
し
、
右
一112一
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ヴ
サ
ヵ
ル
ノ
か
ミ
手
の
手
纒
に
成
り
出
で
た
神
を
「
辺
疎
神
」
と
し
て
い
る
．
奥
と
は
、
人
目
に
触
れ
さ
せ
な
い
で
大
切
に
す
る
場
所
で
あ
り
、
辺
と
は
、
た
や
す
く
人
目
に
ふ
れ
る
端
近
な
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
て
も
、
わ
が
国
で
は
古
く
は
ヒ
ダ
リ
を
「
奥
」
と
し
て
大
切
に
し
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
そ
こ
で
日
本
語
、
ヒ
ダ
リ
と
ミ
ギ
の
語
源
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
前
に
、
上
代
語
に
は
一
種
の
母
音
交
替
に
よ
る
造
語
法
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
一
瞥
を
与
え
た
い
。
　
　
p
昌
9
（
感
歎
詞
）
O
昌
α
…
9
。
昌
p
（
己
）
α
⇒
O
い
胃
o
（
吾
）
O
器
い
舘
9
（
浅
）
O
。
。
α
（
愚
）
…
曽
鐙
（
粗
）
α
δ
…
犀
p
芝
霞
9
（
擬
音
）
　
　
犀
α
ミ
α
δ
葛
餌
（
彼
）
ざ
（
此
）
い
ぎ
轟
（
自
身
）
犀
曾
O
旧
ξ
≡
（
刈
）
犀
o
，
毎
（
切
る
）
い
貫
＄
（
片
）
ざ
8
葛
讐
9
（
語
）
δ
a
　
　
（
事
・
言
）
旧
。
・
四
養
（
騒
）
。
・
♀
O
ヨ
9
（
助
詞
）
昌
O
B
9
ヨ
⊆
（
祈
）
づ
O
日
目
B
p
艶
（
如
）
冨
α
・
・
＝
聞
曽
（
助
辞
）
δ
閉
曽
（
其
）
　
　
・
・
O
旧
6
葛
甑
ざ
（
棚
引
く
）
a
昌
α
び
貯
‘
鷺
9
ミ
p
（
挽
）
a
≦
O
い
鼠
≦
9
≦
p
（
挽
む
ば
か
か
）
δ
≦
O
≦
O
　
こ
う
よ
う
な
造
語
法
の
結
果
、
犀
涛
p
蟹
（
聞
か
す
）
閃
涛
O
旨
と
い
う
a
1
6
の
交
替
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
コ
L
を
意
味
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ダ
　
　
リ
ゆ
δ
の
交
替
形
と
し
て
守
p
と
い
う
形
が
推
定
で
き
よ
う
。
現
に
一
人
に
あ
た
る
単
語
と
し
て
、
　
「
附
壌
利
」
と
い
う
形
が
日
本
書
紀
神
武
巻
に
見
出
さ
れ
る
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
ヒ
ダ
リ
（
左
）
の
ヒ
ダ
は
ヒ
ト
（
一
）
の
母
音
交
替
形
の
ヒ
タ
の
タ
が
濁
音
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ヒ
ダ
リ
の
り
は
方
向
を
示
す
接
尾
辞
で
は
な
い
か
。
方
向
を
示
す
接
尾
語
に
は
、
古
く
は
「
チ
」
と
い
う
形
が
あ
り
、
イ
ヅ
チ
（
何
方
）
、
　
コ
チ
（
此
方
）
な
ど
と
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
別
に
「
ラ
」
と
い
う
形
も
あ
る
「
イ
ヅ
ラ
」
の
ラ
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
「
レ
」
と
い
う
接
尾
辞
も
存
在
す
る
。
イ
ヅ
レ
、
タ
レ
、
カ
レ
、
ソ
レ
、
な
ど
の
「
レ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
子
音
r
と
子
音
t
と
は
、
発
音
部
位
が
近
い
た
め
、
交
替
し
や
す
い
音
で
あ
る
か
ら
、
ヒ
ダ
リ
の
り
は
、
イ
ヅ
チ
の
チ
の
古
い
形
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
は
十
分
に
そ
れ
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ヒ
ダ
リ
の
ヒ
ダ
が
一
の
意
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
一113一
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こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
ヒ
ダ
リ
を
、
「
一
の
方
向
」
の
意
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
て
み
る
と
、
　
「
ヒ
ダ
リ
の
手
」
は
「
一
の
手
」
の
意
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
の
未
開
人
な
ど
が
、
左
手
を
「
一
の
手
」
と
い
う
の
と
同
じ
命
名
法
に
よ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
考
え
は
ミ
ギ
の
語
源
を
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
補
っ
て
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
、
、
、
ギ
の
語
源
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
平
安
時
代
の
字
書
で
あ
る
新
撰
字
鏡
に
「
眩
　
三
介
又
三
乃
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
和
名
類
聚
抄
に
も
「
肢
　
牛
．
鹿
．
羊
之
胃
、
三
介
」
と
あ
る
。
と
同
時
に
和
名
類
聚
抄
に
は
ミ
ゲ
に
「
尿
」
と
い
う
訳
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ミ
ゲ
と
い
う
語
は
、
万
葉
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ガ
ミ
ゲ
バ
　
ミ
シ
ホ
ノ
ハ
ヤ
シ
集
に
も
あ
り
、
　
「
吾
美
義
波
、
御
塩
乃
波
夜
之
」
と
（
巻
十
六
・
三
八
八
五
）
あ
る
。
従
来
こ
の
「
美
義
」
を
、
和
名
抄
に
倣
っ
て
、
、
、
ゲ
と
訓
み
な
ら
わ
し
て
来
て
い
る
が
、
義
は
奈
良
時
代
で
は
ゲ
乙
類
と
も
ギ
乙
類
と
も
訓
み
う
る
文
字
で
あ
る
か
ら
、
古
く
は
眩
は
、
、
、
ギ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ギ
が
尿
を
意
味
す
る
と
は
、
つ
ま
り
、
・
・
ギ
が
不
浄
を
指
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ミ
ギ
の
手
は
、
不
浄
な
手
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ヒ
ダ
リ
は
、
一
の
腕
で
あ
り
、
ミ
ギ
は
不
浄
の
手
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
古
代
社
会
で
は
左
が
尊
重
さ
れ
、
右
が
不
浄
と
さ
れ
た
た
め
に
、
ヒ
ダ
リ
と
ミ
ギ
の
名
を
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
未
だ
十
分
の
証
明
と
す
ゐ
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
世
界
の
民
俗
と
の
対
比
に
お
い
て
、
日
本
語
の
語
源
を
探
究
す
る
こ
と
が
、
方
法
的
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
一
つ
の
示
唆
に
こ
れ
を
擬
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
二
　
源
氏
物
語
の
文
章
に
つ
い
て
ヤ
我
々
は
源
氏
物
語
や
枕
草
子
を
平
安
朝
女
流
文
学
の
双
壁
と
認
め
て
い
る
。
一
方
は
五
十
四
帖
に
わ
た
る
物
語
で
あ
り
、
他
方
は
、
一114　一
0
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も
の
は
づ
け
、
日
記
な
ど
を
混
じ
え
た
随
筆
で
あ
る
。
そ
こ
に
当
然
文
章
上
の
相
違
が
あ
り
、
源
氏
物
語
が
綿
々
と
切
れ
な
い
文
を
つ
ら
ね
重
ね
て
行
く
手
法
を
と
っ
て
い
る
に
対
し
、
枕
草
子
は
歯
切
れ
の
よ
い
文
章
を
畳
み
込
ん
で
行
く
。
そ
こ
に
は
助
詞
コ
ソ
の
用
法
一
つ
を
と
っ
て
も
明
瞭
に
看
取
で
き
る
文
体
の
相
違
が
あ
る
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
、
詳
し
く
記
述
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
『
王
朝
文
学
と
言
葉
』
（
新
潮
社
　
昭
和
三
十
六
年
）
参
照
）
　
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
作
品
の
語
彙
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
、
両
者
の
特
徴
的
な
一
面
に
触
れ
よ
う
と
思
う
。
数
え
方
に
よ
っ
て
、
多
少
の
相
違
は
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
は
約
一
万
二
千
語
の
語
彙
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
枕
草
子
は
約
五
千
三
百
語
の
語
彙
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
総
言
語
量
は
源
氏
物
語
が
約
四
十
一
万
語
、
枕
草
子
は
約
六
万
五
千
語
で
あ
る
。
　
源
氏
物
語
は
宮
廷
を
中
心
と
す
る
貴
族
の
生
活
を
舞
台
と
す
る
物
語
で
あ
り
、
枕
草
子
も
ま
た
宮
廷
を
中
心
と
し
た
女
房
社
会
で
書
か
れ
た
随
筆
で
あ
る
。
時
代
も
ほ
ぼ
同
じ
く
、
生
活
環
境
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
し
か
も
、
源
氏
物
語
は
、
枕
草
子
よ
り
も
総
言
語
量
も
、
語
彙
の
バ
ラ
イ
ェ
テ
イ
も
大
き
い
の
で
あ
る
か
ら
、
枕
草
子
に
見
ら
れ
る
単
語
は
、
大
体
に
お
い
て
源
氏
物
語
に
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
は
、
あ
な
が
ち
誤
り
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
作
品
の
語
彙
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
推
測
が
必
ず
し
も
妥
当
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
こ
の
比
較
を
試
み
る
に
先
立
っ
て
、
枕
草
子
の
本
文
の
問
題
に
多
少
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
枕
草
子
は
、
諸
本
の
本
文
に
異
同
が
大
き
く
、
収
め
る
内
容
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
代
表
的
な
も
の
と
見
傲
さ
れ
て
い
る
三
巻
本
系
の
写
本
の
代
表
と
し
て
岩
瀬
文
庫
本
を
用
い
た
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
使
用
し
、
ま
た
、
能
因
本
の
代
表
と
し
て
、
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）
習
院
大
学
本
を
用
い
る
。
こ
の
両
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
索
引
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
相
互
に
比
較
す
る
に
便
利
が
生
じ
た
。
　
（
筆
者
は
約
二
十
年
前
、
朝
日
新
聞
社
刊
、
日
本
古
典
全
書
の
中
の
「
枕
草
子
」
を
底
本
と
し
て
総
索
引
を
作
成
す
る
こ
と
を
企
て
、
清
泉
女
子
大
学
の
学
生
諸
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
一
本
を
編
み
、
そ
れ
を
使
用
し
て
来
た
が
、
も
と
よ
り
脱
漏
の
多
い
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
る
に
、
最
近
相
次
い
で
、
三
巻
本
・
能
因
本
の
総
索
引
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
源
氏
物
語
と
の
比
較
に
も
正
確
を
期
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
）
　
源
氏
物
語
に
も
二
種
類
の
総
索
引
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
一
は
吉
沢
義
則
博
士
編
「
対
校
源
氏
物
語
新
釈
」
を
底
本
と
し
、
他
は
池
田
亀
鑑
博
士
編
「
校
異
源
氏
物
語
」
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
語
分
割
の
仕
方
に
相
違
が
あ
り
、
直
接
の
比
較
だ
け
で
は
、
語
の
存
在
、
不
存
在
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
今
は
そ
の
分
割
の
仕
方
の
相
違
す
る
と
こ
ろ
に
は
触
れ
ず
に
、
一
致
し
て
い
る
範
囲
内
で
源
氏
物
語
と
枕
草
子
と
の
語
彙
の
比
較
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
　
ま
ず
、
枕
草
子
に
あ
り
な
が
ら
、
源
氏
物
語
に
は
一
例
も
見
え
な
い
語
を
、
品
詞
別
に
し
て
例
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
蟻
・
板
・
市
・
い
ほ
・
丑
三
つ
・
丑
八
つ
・
丑
四
つ
・
卯
杖
・
え
せ
い
た
じ
き
・
え
せ
う
し
・
え
せ
ざ
い
は
ひ
・
え
せ
な
り
．
、
兄
せ
も
の
・
老
上
達
部
・
お
と
が
ひ
（
顧
）
・
鬼
と
こ
ろ
・
鬼
わ
ら
は
・
鬼
わ
ら
び
・
御
湯
殿
・
強
盗
・
乞
食
（
か
た
ゐ
）
．
金
碗
．
厨
人
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
合
子
・
蛙
・
く
ぐ
つ
・
蛇
（
く
ち
な
は
）
・
厨
女
（
く
り
や
め
）
・
黒
半
鷺
・
毛
抜
・
下
品
・
來
算
．
御
産
（
ご
さ
ん
）
．
輿
．
銀
子
．
磐
里
び
心
地
゜
雑
色
゜
肇
゜
猿
楽
言
゜
鼓
と
㌦
幌
仁
寿
殿
禽
磁
の
馳
尻
長
・
李
・
袴
・
水
晶
・
煤
け
・
呪
咀
・
説
教
・
息
災
・
卒
塔
婆
・
七
夕
祭
・
地
獄
絵
・
手
長
足
長
・
寝
起
き
顔
・
寝
く
た
れ
髪
・
花
盗
人
・
針
・
む
く
ろ
こ
め
．
夜
行
．
嫁
の
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
老
い
ば
む
゜
押
し
倒
す
゜
芒
へ
す
・
さ
く
り
あ
げ
・
さ
む
が
り
わ
な
な
ざ
叱
る
・
し
そ
・
な
ふ
・
酸
が
る
・
そ
ぼ
ふ
・
た
ふ
れ
さ
わ
ぐ
・
投
げ
出
づ
・
投
げ
賜
は
す
・
投
げ
取
ら
す
・
投
げ
や
る
・
盗
み
隠
す
・
の
の
し
り
お
こ
な
ひ
あ
か
す
．
の
ろ
ふ
．
は
な
ひ
る
・
誹
諺
す
・
唖
る
・
ふ
み
ち
ら
す
・
み
え
し
ら
が
ひ
あ
り
く
・
や
り
す
つ
・
わ
ら
ひ
あ
り
く
・
わ
ら
ひ
興
ず
・
わ
ら
ひ
さ
わ
ぐ
・
わ
ら
ひ
そ
し
る
・
わ
ら
ひ
に
く
む
・
わ
ら
ひ
の
の
し
る
・
を
め
く
　
こ
れ
を
見
る
と
き
、
源
氏
物
語
の
文
章
が
、
い
か
に
特
殊
の
考
慮
の
も
と
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
が
判
明
し
よ
う
。
地
獄
絵
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
御
湯
殿
・
強
盗
・
乞
食
・
御
側
人
・
厨
女
・
毛
抜
・
呪
咀
な
ど
は
一
つ
も
登
場
し
て
来
な
い
こ
と
。
ま
た
、
え
せ
と
い
う
単
語
を
含
む
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語
も
一
つ
も
見
え
な
い
。
殊
に
数
多
く
物
語
の
中
に
出
来
事
と
し
て
は
存
在
し
な
が
ら
、
　
「
御
産
」
と
い
う
単
語
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
押
し
倒
す
・
押
し
へ
す
・
は
な
ひ
る
な
ど
の
動
詞
も
一
つ
も
な
い
。
こ
れ
を
一
覧
す
る
と
き
、
紫
式
部
が
宮
廷
生
活
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
実
に
細
か
く
、
事
柄
と
言
葉
と
を
選
ん
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
紫
式
部
は
、
事
柄
を
露
骨
に
、
直
接
指
示
す
る
単
語
や
、
騒
が
し
い
事
柄
を
避
け
た
。
源
氏
物
語
は
、
そ
れ
ら
露
骨
な
単
語
を
必
要
と
す
る
話
題
を
取
扱
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
是
非
必
要
な
「
御
産
」
な
ど
で
は
、
　
「
気
色
ぽ
み
給
ふ
」
な
ど
と
娩
曲
な
表
現
を
選
ぶ
と
い
う
心
構
え
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
源
氏
物
語
を
理
解
し
て
行
く
上
で
重
要
な
点
の
一
つ
で
あ
る
。
　
次
に
、
源
氏
物
語
で
は
十
回
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
形
容
動
詞
語
幹
、
お
よ
び
形
容
詞
が
、
果
し
て
枕
草
子
に
ど
の
よ
う
に
見
出
せ
る
か
を
検
討
し
て
み
る
。
源
氏
物
語
で
十
回
以
上
の
使
用
度
数
を
持
ち
な
が
ら
、
枕
草
子
に
は
一
例
も
見
出
せ
な
い
形
容
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
あ
え
か
・
あ
だ
・
あ
て
は
か
・
あ
は
つ
け
・
あ
ま
ね
し
・
あ
は
た
た
し
・
い
か
め
し
・
い
と
は
し
・
い
は
け
な
し
・
い
ぶ
か
し
・
い
　
ま
い
ま
し
・
う
し
ろ
め
た
げ
・
う
ち
つ
け
・
う
と
う
と
し
・
う
ら
め
し
げ
・
う
れ
た
し
・
う
れ
は
し
・
お
と
な
お
と
な
し
・
お
と
な
　
し
・
お
も
り
か
・
か
た
な
り
（
片
生
）
・
か
ど
か
ど
し
・
か
や
す
し
・
か
ろ
し
・
く
だ
く
だ
し
・
く
は
し
・
く
や
し
・
け
な
り
・
心
　
あ
は
た
た
し
・
心
う
つ
く
し
・
心
き
よ
し
・
心
つ
よ
し
・
心
深
し
・
心
や
ま
し
・
心
弱
し
・
心
を
さ
な
し
・
こ
と
の
ほ
か
・
さ
が
な
　
し
・
さ
だ
か
・
さ
や
か
・
し
た
し
・
し
つ
や
か
・
し
め
や
か
・
す
ご
し
・
た
は
や
す
し
・
つ
ゆ
け
し
・
な
ほ
な
ほ
し
・
な
や
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
げ
・
な
よ
び
か
・
な
よ
よ
か
・
な
れ
な
れ
し
・
に
ぎ
は
は
し
・
ね
ん
ご
ろ
・
は
げ
し
・
は
や
り
か
・
は
る
け
し
・
ひ
が
ひ
が
し
・
ひ
　
た
ぶ
る
・
ふ
る
め
か
し
・
ほ
れ
ぼ
れ
し
・
ま
ほ
・
ま
れ
・
み
だ
り
が
は
し
・
む
く
つ
け
し
・
む
な
し
・
め
ざ
ま
し
・
も
の
お
そ
ろ
　
し
・
も
の
お
も
は
し
・
も
の
が
な
し
・
も
の
き
よ
げ
・
も
の
こ
こ
ろ
ぽ
そ
し
・
も
の
さ
わ
が
し
・
も
の
は
か
な
し
・
も
の
ま
め
や
　
か
・
も
の
む
つ
か
し
・
や
は
ら
か
・
ゆ
ゑ
ゆ
ゑ
し
・
よ
そ
ほ
し
・
よ
わ
げ
・
よ
わ
し
・
ら
う
が
は
し
・
わ
か
わ
か
し
・
わ
ざ
と
な
一117一
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し
・
を
こ
が
ま
し
　
こ
れ
を
見
て
ま
ず
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
、
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
、
　
ナ
ヤ
マ
シ
ゲ
、
　
モ
ノ
キ
ヨ
ゲ
、
ヨ
ワ
ゲ
と
い
う
、
ゲ
と
い
う
接
尾
語
を
つ
け
た
語
が
、
源
氏
物
語
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
に
、
枕
草
子
に
は
、
こ
れ
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
枕
草
子
に
も
、
キ
ヨ
ゲ
、
ス
サ
マ
シ
ゲ
な
ど
、
ゲ
を
伴
う
単
語
が
皆
無
な
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
、
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
、
ナ
ヤ
マ
シ
ゲ
な
ど
は
枕
草
子
に
一
例
も
な
く
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
、
ウ
ラ
メ
シ
、
ナ
ヤ
マ
シ
な
ど
が
枕
草
子
に
は
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
と
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
ナ
リ
と
を
比
較
す
る
と
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
は
、
物
事
を
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
と
直
下
に
断
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
ナ
リ
と
い
え
ば
、
　
「
見
た
と
こ
ろ
ウ
シ
ロ
メ
タ
そ
う
で
あ
る
」
の
意
と
な
っ
て
、
娩
曲
に
側
か
ら
見
や
っ
て
い
う
表
現
に
な
る
。
源
氏
物
語
は
、
ウ
シ
ロ
メ
タ
シ
と
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
ナ
リ
と
の
微
妙
な
匿
別
を
使
い
分
け
た
。
ウ
ラ
メ
シ
と
ウ
ラ
メ
シ
ゲ
、
ナ
ヤ
マ
シ
と
ナ
ヤ
マ
シ
ゲ
な
ど
み
な
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
枕
草
子
は
、
そ
れ
だ
け
の
微
妙
な
区
別
を
し
て
い
な
い
。　
ま
た
、
イ
マ
イ
マ
シ
、
ウ
ト
ウ
ト
シ
、
オ
ト
ナ
オ
ト
ナ
シ
、
カ
ド
カ
ド
シ
、
ク
ダ
ク
ダ
シ
、
ナ
ホ
ナ
ホ
シ
、
ナ
レ
ナ
レ
シ
、
ヒ
ガ
ヒ
ガ
シ
、
ホ
レ
ボ
レ
シ
、
ワ
カ
ワ
カ
シ
な
ど
、
一
つ
の
語
幹
を
繰
返
す
語
を
多
用
し
て
い
る
の
は
源
氏
物
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
形
容
詞
の
語
幹
を
繰
返
す
語
は
「
い
か
に
も
…
…
の
感
じ
で
あ
る
」
と
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
ウ
ト
シ
に
対
し
て
ウ
ト
ウ
ト
シ
と
あ
れ
ば
「
い
か
に
も
ウ
ト
イ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
単
な
る
ウ
ト
シ
が
、
客
観
的
に
「
疎
遠
で
あ
る
」
と
判
断
す
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ト
ウ
ト
シ
は
、
気
分
的
に
、
主
観
的
に
「
い
か
に
も
疎
遠
と
い
う
感
じ
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
が
源
氏
物
語
に
多
い
の
は
、
紫
式
部
が
、
物
事
に
対
す
る
感
じ
を
細
か
く
書
き
分
け
よ
う
と
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
は
直
接
的
に
指
示
し
表
現
す
る
よ
り
も
、
一
枚
の
膜
を
置
い
て
事
態
を
描
写
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
膜
を
通
し
た
描
写
を
重
ね
る
が
ゆ
え
に
、
稀
に
投
入
す
る
直
接
の
表
現
が
、
逆
に
鋭
く
生
き
て
読
み
手
に
訴
え
て
く
る
。
こ
の
よ
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う
な
用
語
の
細
か
さ
を
読
み
分
け
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
源
氏
物
語
を
読
む
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
細
か
い
感
じ
を
書
き
分
け
て
い
る
例
と
し
て
は
、
枕
草
子
に
は
一
例
も
無
い
、
ア
テ
バ
カ
の
こ
と
に
触
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
に
は
ア
テ
ナ
リ
、
ア
テ
ヤ
ヵ
ナ
リ
、
ア
テ
バ
カ
ナ
リ
な
り
の
三
語
が
あ
り
、
そ
の
区
別
を
見
過
し
て
は
、
源
氏
の
筆
者
の
心
持
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
ア
テ
は
普
通
、
・
高
貴
・
上
品
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
テ
か
ら
派
生
し
た
語
と
し
て
ア
テ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ア
テ
ハ
ヵ
な
り
の
二
語
が
あ
り
、
源
氏
物
語
の
中
で
そ
の
形
容
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
を
分
析
す
る
と
、
ア
テ
ナ
リ
は
高
い
身
分
の
人
に
対
し
て
多
く
使
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
れ
、
ア
テ
ヤ
カ
ナ
リ
は
、
そ
の
次
の
身
分
の
人
々
に
も
多
く
使
わ
れ
て
、
む
し
ろ
「
高
貴
」
よ
り
も
「
上
品
で
あ
る
」
と
い
う
程
度
の
訳
を
与
え
る
べ
き
場
合
が
多
く
、
ア
テ
バ
カ
に
至
る
と
、
更
に
そ
の
下
の
身
分
の
人
々
に
も
使
わ
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
ア
テ
ヤ
ヵ
に
は
劣
る
意
味
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
源
氏
物
語
の
作
者
は
、
ア
テ
と
い
う
一
つ
の
単
語
を
ア
テ
ナ
リ
、
ア
テ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ア
テ
バ
カ
ナ
リ
の
三
つ
に
使
い
わ
け
た
の
で
あ
っ
て
、
源
氏
物
語
が
人
物
な
ど
の
描
写
に
い
か
に
精
緻
な
心
く
ぽ
り
を
し
て
い
る
か
が
こ
こ
に
読
み
取
れ
る
。
　
ま
た
、
ア
エ
カ
、
ア
ハ
ツ
ケ
、
オ
モ
リ
ヵ
、
シ
メ
ヤ
カ
、
シ
ヅ
ヤ
カ
、
ナ
ヨ
ビ
カ
、
ナ
ヨ
ヨ
カ
な
ど
の
単
語
を
枕
草
子
が
噌
度
も
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
枕
草
子
の
筆
者
が
、
静
か
な
、
深
沈
た
る
気
分
や
、
手
を
触
れ
れ
ぽ
壊
れ
そ
う
な
美
に
対
し
て
、
あ
ま
り
こ
ま
や
か
な
区
別
を
重
ん
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
源
氏
物
語
に
は
、
モ
ノ
ォ
ソ
ロ
シ
、
モ
ノ
オ
モ
ハ
シ
、
モ
ノ
ガ
ナ
シ
、
モ
ノ
キ
ヨ
ゲ
ナ
リ
、
モ
ノ
コ
コ
ロ
ボ
ソ
シ
、
モ
ノ
サ
ワ
ガ
シ
、
モ
ノ
バ
カ
ナ
シ
、
モ
ノ
マ
メ
ヤ
ヵ
ナ
リ
、
モ
ノ
ム
ッ
カ
シ
な
ど
の
語
が
そ
れ
ぞ
れ
十
例
以
上
使
わ
れ
て
い
る
の
に
、
枕
草
子
に
は
接
頭
語
モ
ノ
を
含
む
語
が
全
く
な
い
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
一
つ
も
な
く
、
オ
ソ
ロ
シ
、
カ
ナ
シ
、
キ
ヨ
ゲ
ナ
リ
、
コ
コ
ロ
ボ
ソ
シ
、
サ
ワ
ガ
シ
、
バ
カ
ナ
シ
、
マ
メ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ム
ツ
カ
シ
だ
け
が
あ
る
。
モ
ノ
と
い
う
接
頭
語
は
、
　
「
何
と
な
く
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…
…
が
感
じ
ら
れ
る
L
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
源
氏
物
語
で
は
、
単
な
る
オ
ソ
ロ
シ
と
、
モ
ノ
オ
ソ
ロ
シ
と
を
区
別
し
、
単
な
る
カ
ナ
シ
と
モ
ノ
ガ
ナ
シ
、
キ
ヨ
ゲ
ナ
リ
と
モ
ノ
キ
ヨ
ゲ
ナ
リ
と
を
区
別
し
て
い
る
に
対
し
、
枕
草
子
で
は
、
そ
れ
だ
け
繊
細
な
表
現
の
区
別
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
紫
式
部
と
清
少
納
言
と
が
重
ん
じ
た
感
受
性
・
感
覚
の
相
違
の
一
端
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
源
氏
物
語
と
枕
草
子
と
い
う
平
安
女
流
文
学
の
双
壁
と
さ
れ
る
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
個
性
に
支
え
ら
れ
た
創
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
明
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
受
の
仕
方
、
物
の
受
け
取
り
方
を
喜
び
支
持
す
る
生
活
圏
が
、
二
人
の
個
性
あ
る
作
者
と
と
も
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
に
、
源
氏
物
語
を
も
っ
て
平
安
朝
女
流
の
文
章
の
一
般
的
な
典
型
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
誤
り
で
あ
る
。
源
氏
物
語
は
む
し
ろ
純
粋
に
作
者
や
、
そ
の
読
者
の
趣
味
や
好
み
の
色
彩
を
も
っ
て
貫
か
れ
た
、
い
わ
ば
偏
っ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
プ
ル
ー
ス
ト
の
「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
が
特
異
な
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
源
氏
物
語
は
宮
廷
の
生
活
の
中
か
ら
、
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
事
柄
と
言
葉
と
が
選
び
ぬ
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
品
全
体
が
構
築
さ
れ
た
、
極
め
て
特
殊
な
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
あ
る
偏
椅
な
言
語
表
現
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
面
を
、
こ
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
細
や
か
な
用
法
や
、
名
詞
の
用
法
の
上
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
（
註
1
）
　
「
枕
草
子
総
索
引
」
松
村
博
司
監
修
（
昭
和
四
二
年
刊
、
右
文
書
院
）
　
　
　
　
　
　
　
「
校
本
枕
草
子
総
索
引
第
1
部
」
田
中
重
太
郎
編
（
昭
和
四
四
年
刊
、
古
典
文
庫
）
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